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お 礼 

◯ ３日（水）はご自宅や周辺の片付け、停電の影響も残る中、弁当をご準備いただき、まことにありが

とうございました。子どもたちには、たいへんな思いをしながらも弁当をつくってくれた家族、あわせ

て電気や道路等の復旧に尽力された方々への感謝を忘れてはならないことを全校集会で話しました。 

◯ 強風で倒れてしまったプール横の桜の大木を PTA 会長さん、生活指導部長さんが片付けてください

ました。たいへん助かりました。ありがとうございました。 

？？体育館西側桜の大枝が折れていましたが、きれいに片付けてありました。どなたがしてくださったの

か、全くわかりません。心当たり、情報をお持ちの方、お知らせくださいませんか。不義理のままで

は心苦しいのです。   

 

 

 今日で１学期が終了しました。 

 １学期の１年生の登校日数は９６日、２～

６年生は９９日でした。全校児童の欠席がな

かった日数は５５日です。１学期の半分以上

の日数を全校児童が登校できたことに驚く

とともに、子どもたちが大きな事故、事件に

巻き込まれることなく、元気に学校生活を送

れたことをたいへん嬉しく思っています。こ

れも、ご家庭での健康管理、学習・生活面へ

の声かけのおかげと感謝しております。ま

た、登下校時の安全確保のために見守り活動

をしていただいた地域の皆様、様々な学習支

援をいただきました関係の皆様に厚く感謝

申し上げます。ほんとうにありがとうござい

ました。 

 

 

 

か がやく子 

 目標をもって生活する、意欲的に学習に取り

組む、そんな姿が多く見られました。元気のよい

あいさつ、返事、発表ができる子も増えてきてい

ます。また、運動会等の行事を通して、一人一人

のよさが発揮できたと思います。 

み とめあう子 

 集団で生活する中での衝突はあります。その

都度、学級担任のアドバイス、指導を受けて、ど

うすればいいのか・・を子どもたちは学んできま

した。思いやりの心をもち、級友と助け合う子ど

もたちが育ってきています。 

や りぬく子 

 係、委員会、清掃・・・活動をとおして、自分

のやるべきことは最後まで責任もってやり遂げ

ようという意識が高まってきたと感じていま

す。何事にも笑顔で根気強く取り組む、身も心も

たくましい子どもたちです。 

 

 たくさんの『伸び』が見られた１学期でした。 

しかし、まだまだという点もあります。子どもた

ちの力をご家庭とともに伸ばしていきたいと考

えています。２学期もよろしくお願いします。 

  

 

 

９日（火）まで秋休みです。４日間の短

い休みですが、１学期の振り返りをもと

に２学期への備えもしっかりとしてほし

いと思います。 

１０日（水）が２学期の始業日です。 

子どもたち全員が笑顔で登校することを

願っています。 

秋 休 み 

 

 

 

１学期の紙屋っ子 


